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◎１～１１月の全国農産物輸出額は１４％増の２７８億ドル、輸入額は１２％増の２９０億ドル 

【国際商報 2007年01月16日】 

中国食品土畜進出口商会によると、２００６年１～１１月の全国農産物輸出額は２７８億ドル（１４．

１％増。前年同期比、以下同じ）、輸入額は２９０億ドル（１２．０％増）、計５６８億ドル（１２．９％増）

を記録した。 

同期、野菜、果物、花キの輸出額は７９億１千万ドル（２１．５％増）、水産物・製品輸出額は８０

億５千万ドル（１９．４％増）、畜産物輸出額は１８億３千万ドル（４．９％増）だった。 

一方、水産物・製品輸入額は２８億９千万ドル（８．６％増）、野菜輸入額は６億９千万ドル（４７．

２％増）、果物・堅果輸入額は６億７千万ドル（４７．２％増）、野菜と果物製品輸入額は１億８千万ド

ル（２８．５％増）、畜産物製品輸入額は６億２千万ドル（１７．０％増）であった。 

また、とうもろこし輸出量は２６０万４千トン（６７．５％減）、輸出額３億４千万ドル（６６．８％減）と

大幅に減少。これに対してコメ輸出は１０７万トン（７６．６％増）、３億６千万ドル（７７．１％増）、小

麦輸出は９０万３千トン（３７３．３％増）、１億３千万ドル（３５８．７％増）と大幅に増加している。輸

入は小麦が６０万トン（８２．７％減）、１億２千万ドル（８４．８％減）、コメが６３万２千トン（５１．６％

増）、２億５千万ドル（５５．８％減）、大麦が１９８万２千トン（５．０％減）、３億７千万ドル（９．８％減）

となった。 

また、２００６年１～１１月の綿花輸入は３４０万２千トン（５２．９％増。前年同期比、以下同じ）、４

５億４千万ドル（６５．６％増）、動植物油脂の輸入は７２８万２千トン、３４億３千万ドル（１３．２％

増）を記録している。同期のダイズ輸入は２５８４万５千トン（７．８％増）、６７億７千万ドル（４．１％
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減）、砂糖輸入は１２１万トン（１１．３％減）、４億９千万ドル（３１．２％増）、羊毛輸入は２５万トン（１

２．６％増）、１１億２千万ドル（２．６％増）だった。 

一方、１～１１月の各国・地区向け農産物額は日本向けが全体の２６．８％、ＥＵ２５ヵ国向けが１

４．１％、米国向けが１２．２％、韓国向けが９．１％、香港向けが８．６％を占めた。輸入額は米国

からが全体の２３．４％、ＡＳＥＡＮからが１５．３％、ブラジルからが１２．６％、アルゼンチンからが

７．４％、オーストラリアからが７．２％を占めている。農産物輸出額が多かったのは山東省、広東

省、浙江省、福建省、遼寧省で、これら５省で全体の６３％を占めている。輸入額が多いのは山東

省、広東省、北京市、江蘇省、上海市、５省・市で全体の７０％を占めた。また１～１１月、一般貿易

による農産物輸出額は２１０億ドル（１４．０％増）、輸入額は２０１億２千万ドル（１０．０％増）、加工

貿易による輸出額は６０億１千万ドル（１３．９％増）、輸入額は５２億９千万ドル（２．０％増）を記録

した。 

 

 

本情報は、株式会社日本能率協会総合研究所により 

翻訳された中国の新聞記事をもとに、同社の許可を得て

独立行政法人農畜産業振興機構が整理したものです。 

 


